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表紙の絵 「昆虫の歩行についてのちょうさけっか」 

     （関東学院六浦小学校 ２年 髙橋 颯汰郎） 



 

 

はしがき 

「木原財団こども科学賞」は、皆様のおかげをもちまして今年で２６回目を迎え、今年も多く

の作品が集まりました。神奈川県内の子供たちの生命科学に関する興味・関心を引き出すの

に、この賞が微力ながら貢献していると感じております。 

今般、2018 年ノーベル生理学・医学賞受賞者となられた本庶佑先生は、「有名な科学雑

誌に掲載された論文の 9 割は、10 年も経てば、あれは間違っていた、ということになる。また、

教科書に書いてあることが全部正しいと思ったら、それでおしまいだ。・・・まず疑って、自分の

頭で納得できるかどうかが大切だ。」と、若い世代に伝えておられます。私ども木原財団の生

みの親である木原博士も、現代生命科学の先駆者として、「私の生物学－小さい実験」という

本に、「知りすぎることは、一方では素直に物に驚く心を失わせてしまったのではないだろうか。

自分でものを直接見て、直接触ってみることが必要である。」と書き残されています。この「自

分で確かめる」ことの大切さは、こども科学賞の精神であるとともに、真偽不明・玉石混交の膨

大な情報の氾濫する時代を生き抜く上で、全ての現代人にとって最も重要な行動基準に繋

がると思われます。 

選考委員の先生方には、このような精神に基づき応募作品を厳正に審査していただき、

「賞」として表彰するに相応しい作品を決めて頂きました。まず、先生方のご多忙中のご労苦

に感謝申し上げます。また、全ての応募者、子どもたちをお導きくださった学校あるいは家族

の皆様方、そしてご後援くださった皆様方に、ここに心より感謝申し上げます。 

２０１８年１２月 

選考委員会委員長 

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 

常務理事  鈴木 榮一郎 

 

木原 均博士について 

 木原 均博士（1893～1986）は、東京に生まれ、麻布学園を経て北海道大学を卒業、京都大学

教授、国立遺伝学研究所長などを歴任されました。この間、コムギのふるさとを求めて学術探索

に出かけ、パンコムギの祖先を発見し、タネナシスイカを作るなど、植物遺伝学の分野で多くの

業績を挙げられました。特にコムギの遺伝学では、「コムギ博士」として国際的に高く評価され、

1948 年には文化勲章を受章。また、日本のスキー界の草分けでもあり、冬季オリンピックの選手

団長を２度つとめるなど、「スポーツ博士」として活躍されました。1955 年、博士は（財）木原

生物学研究所を京都から横浜（南区六ッ川）へ移し、亡くなるまで研究活動を続けられました。

旧研究所跡は、現在、「横浜市こども植物園」となって市民に親しまれています。晩年は、日常

生活の中のふとした疑問を確かめ、観察する「小さい実験」を楽しまれました。 
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小学校低学年の部 

受賞者一覧    

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

ぼくの大すきなニホントカゲ 

何をどういうふうにたべる？ 
細谷 海來 相模原市立相原小学校 ２年 

    

優秀賞（該当作品なし）    

    

努力賞（４作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

ゲンゴロウのよう虫が生まれ

た！（ゲンゴロウのよう虫の

しいくとかんさつ） 

清水 雅遼 
厚木市立 

厚木第二小学校 
３年 

知ってる？心臓のひみつ 幸田 朋優 
横浜市立 

長津田第二小学校 
３年 

ヤドカリのふしぎ 平山 凛 相模原市立清新小学校 ３年 

ありのすきな食べものさがし

（つづき） 
剣持 理久 秦野市立南が丘小学校 ３年 
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作品を読んで 

選考委員 三瓶 聡之 (横浜市立東品濃小学校教諭) 

今年も皆さんが体験した生きものとの出会いや発見に作品を通して触れるこ 

 とができ大変うれしく思います。みなさんから応募された作品を、一つひとつ 

手に取ってみると、それぞれの作品に思いや探究心、アイデアや努力が詰まって 

おり、生きものや科学への興味をたくさん感じ取ることができました。 

今回、最優秀賞に輝いた「僕の大好きなニホントカゲ 何をどういうふうにた 

べる？」は大好きなニホントカゲを詳しく観察したいという思いから、トカゲは 

何をどういう風に食べるか、どんな飼い方をすればよいのかを自分なりに考えな 

がら試行していました。その観察の中で、トカゲの幼体と亜幼体は自分の頭の大 

きさぐらいのエサしか食べないこと、成体のトカゲはコオロギをしっぽから食べ 

ること、ショウリョウバッタは羽をはずして食べること、死んでいる物は食べな 

いことなど、新しい発見が次々に出てきました。 

素晴らしかった所は、ただエサを与えて飼うのではなく、トカゲの目線で、ど 

んな環境が良いのか、どんなエサが食べやすいのかなど、細かく観察できていた 

点です。一つの発見や結果から、自分なりに考察し研究を深めていった点が大変 

感心しました。 

残念ながら今回は、優秀賞はありませんでした。理由として、研究の目的や予 

想と研究後の考察が合致しているものが少なかった点や研究のデータが目的と 

合致しなかった部分が大きかったように思えます。次回は優秀賞も目指して頑張 

てほしいと思います。 

その中で、努力賞に選ばれたゲンゴロウの飼育、心臓のひみつ、ヤドカリのふ 

しぎ、ありの好きな食べ物さがしの 4 点はそれぞれのアイデアや着眼点がとても 

面白かったです。ゲンゴロウの幼虫をどう育てるか、心臓の動きは生活場面でど 

う変わるのか、ヤドカリの個体ごとの違い、ありの好みのエサ調べと、自分の好 

きな生き物や気になったことをきっかけに意欲的に研究が進められていました。 

それぞれ研究の目的や実験方法、まとめかたを整理して、さらに研究を深めてい 

ってほしいと期待しています。 

  今回もみなさんの動植物に対する誠意と熱意に大変心を打たれました。また 

 次回もそれぞれ、様々なことに興味を膨らませながら、日常の「なぜ」や「ど 

うして」といった疑問を大切に、たくさんの生きものに触れ、向き合っていって 

ください。その中で自分の気づきや考えを様々な研究につなげていってもらえた 

らと思います。 
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ぼくの大すきなニホントカゲ 

何をどういうふうにたべる？ 
相模原市立相原小学校 2 年 細谷 海來 

最優秀賞 

4



5



6



7



8



9



 

 

小学校高学年の部 

受賞者一覧 

最優秀賞（該当作品なし）    

    

優秀賞（４作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

カナヘビとヤモリはどちら

が上手に泳ぐか？ 
伊藤 悠馬 横浜市立日吉南小学校 ４年 

カブトムシの昼夜逆転実験 髙橋 力輝 横浜市立三保小学校 ６年 

せみのぬけがら調べ 橋本 麟太郎 
横浜市立 

みなとみらい本町小学校 
６年 

豆苗の再生栽培パート２ 

－葉もとって、日光も当てな

いで実験してみよう！－ 

大野 杏子 清泉小学校 ６年 

    

努力賞（２作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

姫うずらのふかとヒナの 

観察 
橋本 朋恵 横浜市立柏尾小学校 ４年 

プラナリアの再生実験  

～クーラーボックスでの 

再生実験はうまくいくか～ 

山家 理紗子 横浜市立菊名小学校 ６年 
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作品を読んで 

選考委員 鈴木 勝之 (横浜市立能見台小学校教諭) 

今年も、生き物に愛着をもち、不思議を発見できる子どもたちに、作品を通

して出会うことができました。どの作品もそれぞれによさがありました。独創

性に富んだ作品、よく観察している作品、結果の整理や記録の仕方が上手な作

品等々。このような個性豊かな作品の選考はとても難しく、基準を重点化する

などして選考にあたりました。

 理科学習を始めて２年目以降の高学年なので、選考基準の中でも科学的な研

究の基本的な流れができているかどうかを特に重視しました。目的や予想に合

った観察や実験を行っているかどうか、その結果を見やすく分かりやすく記録

しているかどうか、その結果をふまえて何が明らかになった（分かった、分か

らなかった）のか目的や予想と照らし合わせて考察しているかどうかです。今

回の作品は、最後の考察と結論にもう少し力を入れてほしいというものが多く、

残念ながら最優秀賞はありませんでした。

 その中でも優秀賞に輝いた４作品はやはり完成度が高く、その名にふさわし

いものだったと言えます。目的と予想が明確で、その目的と予想に合わせ「カ

ナヘビとヤモリはどちらが上手に泳ぐか？」は実際に泳ぐ様子や体の部分をヤ

モリと比較しながら調べ、「カブトムシの昼夜逆転実験」は昼夜で明るさを逆

にして複数回調べ、「せみのぬけがら調べ」は何度も足を運んで多くのデータ

を収集したり計算を用いたりして調べていました。また、「豆苗の再生栽培パ

ート２」は丁寧な観察とデータの収集から結果を分析し、考察していました。

どの作品も、初めから終わりまで筋道の通った研究を進めている点が素晴らし

かったです。

 作品全体を通してよかった点は「機能（働き）と構造（つくり）」に着目し

て研究を進めているところです。生き物を研究していく上で大事な視点です。 
よりよくしてほしい点は、研究目的とそれに対する考察・結論をはっきりさせ

ることです。観察や実験を通して分かった（分からなかった）ことであれば、

もっとはっきり示してもよいのではないでしょうか。次回は、これら、よかっ

た点とよりよくする点をふまえて、今年度を超える作品が集まることを期待し

ています。
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優秀賞要約 小学校高学年の部 

カナヘビとヤモリはどちらが上手に泳ぐか？ 

横浜市立日吉南小学校 ４年 伊藤 悠馬 

家で飼っているカナヘビが後足を体に沿って伸ばしていることに気付いた。前 

にアシカが同じような体勢で泳いでいるところを見たので、カナヘビは泳げるの

ではないかと思い、一緒に飼っているヤモリと泳ぎ方や速さ、息継ぎの仕方、水

に浮く様子を比べてみた。 

・泳ぎ方の比較・・カナヘビは前後の足をのばしヘビのような体形になって尻尾 

をしならせて泳ぐ。ヤモリは前後の足で水をかいて泳ぐ。カナヘビの方が泳ぎ 

方は滑らかだった。 

・息継ぎの比較・・カナヘビもヤモリも水面から顔を出し、鼻で息をしていた。 

・浮き方の比較・・ヤモリの方が安定していた。カナヘビは浮いている時間が短 

かった。 

・泳ぐ速さの比較・・1ｍプールを泳ぐのにカナヘビが平均 3 秒 17、ヤモリが 4 

秒 87 とカナヘビの方が速かった。 

カナヘビの方がヤモリより泳ぎ方が滑らかで、泳ぎ方の種類も多くスピードも 

速く、泳ぎが上手だと分かった。カナヘビは泳ぐときに足を伸ばし水の抵抗を少

なくし、泳いでいるのではないかと思う。カナヘビやヤモリのことがどんどんわ

かって楽しかった。

「みなとと共に」 横浜市立神大寺小学校 4 年 上原 なな
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カブトムシの昼夜逆転実験

横浜市立三保小学校 ６年 髙橋 力輝 

カブトムシが夜に樹液に集まっているのをよく見かけるため、昼と夜を何で区

別しているのか不思議に思い、調べることにした。 

①捕まえてきたカブトムシ（オス 4 匹、メス 4 匹）をプラケースの中で観察す

る。

②昆虫ゼリーの食べた量を明るい時間（昼）と暗い時間（夜）で計測した。

③夜に光をあて、昼は暗くすることで昼夜を逆転させ、その状況下でカブトム

シが食べた昆虫ゼリーの量を計測し、あわせてカブトムシの行動を観察した。 

結果として、夜を明るくした時より昼を暗くした時の方がカブトムシはゼリー

をたくさん食べていた。また、カブトムシの活動も暗くした時の方が活発であっ

たことがこの実験を通して分かった。 

「セミがなく日」 

葉山町立上山口小学校 4 年 

橘田 五道

「カメのクーちゃん」 

厚木市立小鮎小学校 4 年 

遠藤 雅明 
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せみのぬけがら調べ

横浜市立みなとみらい本町小学校 ６年 橋本 麟太郎 

小さいころからセミのぬけがらをとるのが大好きだったのでたくさん集めて

研究したいと思い、みなとみらいにはどんな種類のセミがどのくらいいるのかぬ

けがらを集めて調べた。 

・7月21日から8月17日までの3週間、みなとみらい地区内の幅約75センチメー

トル、長さ200メートルの植込みを毎朝8時に調査し、セミのぬけがらを集め

た。 

・集めたセミのぬけがらを種類ごとに分け、オスかメスかを判別する。 

・セミの種類ごとに数を集計した。 

調査の結果、アブラゼミ、ミンミンゼミ、クマゼミ、ツクツクボウシのぬけが

らが見つかった。みなとみらいにはアブラゼミが多いことが分かった。また、夜

に雨が降ったときは翌朝にぬけがらを発見することができず、脱皮はしていない

と思われる。また、今回の調査で発見したセミのぬけがらの数からみなとみらい

地区の緑地、公園にいると思われるセミの数を推察した。毎朝同じ時間にセミの

ぬけがらを探しに行くのは大変だったが、ぬけがらが集まっていくことに達成感

を感じた。 

「葉のいのち」 

横浜市立南吉田小学校 1 年 

磐本 桃子 

「みなとみらいの魚たち」 

横浜市立みなとみらい本町小学校 ４年 

長谷川 綾
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豆苗の再生栽培パート２

－葉もとって、日光も当てないで実験してみよう！－

清泉小学校 ６年 大野 杏子 

  昨年、豆苗の子葉をとるとどうなるか条件を変えながら再生実験を行った。そ

の結果、子葉が全部残っているものがよく育つ一方、子葉がないものも少し育ち

不思議に思った。学校で植物の成長条件は養分と日光であること、日光が当たる

と葉で養分が作られることを学んだ。 

そこで今年は子葉を①全部残す②半分残す③全部取るという条件のほかにそ

れぞれ日光の有無、葉の有無を条件に追加し、条件を 12 パターンに分けて豆苗

の再生実験を行った。実験の結果、子葉が半分以上残っていれば、葉及び日光の

有無に関係なく豆苗は再生し、成長すること、葉の有無に関係なく子葉はなくて

も日光が当たることで少しだけ下芽が出ること、葉の有無に関係なく日光に当た

っていない豆苗は、日光が当たっている豆苗より茎が伸び徒長することが確認で

きた。 

本等で調べた結果、これらの現象は頂芽優勢、光条件による植物体自らの成長

制御によるものであり、植物ホルモンが密接に関係していることが分かった。豆

苗の再生に葉の有無は関係なかったことにおどろき、日光の有無による豆苗の成

長の差は面白く興味深いものだった。 

「きょうりゅうのなぞ」 厚木市立厚木第二小学校 2 年 田端 昭太郎
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中学校の部 

受賞者一覧 

最優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

セミの研究⑨ 

～羽化にかかる時間３～ 
髙橋 和希 小田原市立白山中学校 ３年 

    

優秀賞（１作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

改良型 検体サンドイッチ法 竹内 一翔  聖光学院中学校 ２年 

    

努力賞（４作品）    

題 名 名 前 学 校 学 年

松の葉の気孔の観察 
川島 那月   

村井 彩夏 
大磯町立大磯中学校 

１年 

２年 

枝豆の比較と根粒菌 小原 帆白 大磯町立大磯中学校 １年 

ダンゴムシの観察と実験 永野 帆夏 横浜市立岩崎中学校 １年 

緩歩動物の薬品の耐性と 

環境による生息の変化 
科学部８名 横浜市立岩崎中学校 １-３年
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今年も生き物の不思議に触れた皆さんの作品を見させていただき、未来への可能性を感じるこ

とができ、大変うれしく思いました。今年の選考も各委員で専門的な基準で審査し、木原

記念こども科学賞にふさわしい作品ということで、最優秀賞１つ、優秀賞 2 つを選 

作品を読んで 

選考委員  吉澤 久光（浅野中学高等学校教諭） 

 

  全体として、昨年度より応募作品数が増え、中学 1 年生とは思えない難しい実 

験があったり、中学 3 年生だけど高校レベルの報告もあり、「理科離れ」という言 

葉が、良い意味で当てはまらないように感じ嬉しく思いました。多くの作品が時 

間をかけ丁寧に実験し、なぜこのような結果になったかを考察し、例えば、何が 

失敗の原因なのかを究明する、良い形で結果に向き合う作品もあり、真摯な態度 

で実験に向き合えているという好印象を持つことができました。 

  その中でも、最優秀賞「セミの研究⑨～羽化にかかる時間３～」は、中学 3 年 

間の集大成ともいえる大作で、今年の 7/18～8/19 まで 40 匹を超えるセミの羽化

を観察し、羽化にかかる時間に影響する要因をグラフ化し、個体の重さなどでな

く、温度の影響を強く受けるということを示してくれました。データの整理を含

め、実験に対する熱意を強く受け取ることができました。 

優秀賞「改良型 検体サンドイッチ法」は、カブトムシの呼吸を自分で考えた 

方法により測定し、改良型という言葉が示す通り、創意工夫の結晶ともいえる報 

告で、大変感心いたしました。 

 努力賞の「松の葉の気孔の観察」「枝豆の比較と根粒菌」「ダンゴムシの観察と 

実験」「緩歩動物の薬品の耐性と環境による生息の変化」の 4 作品は、賞の名の通 

り、共通して、長い時間をかけ、多くのデータを集め、報告してくれました。 

 応募してくれた作品の多くが、自分が気になったことに対し、真っ直ぐな視点 

で見つめ、結果が疑問を産み、更に次の実験に続くという良い連鎖を生じており 

ました。これからも日常の疑問点を残さず、物事を探求する気持ちを大事にして、 

更に成長して欲しいと期待しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 「チョウとガのちがいについて」  清川村立緑小学校 3 年 谷 ゆめ羽 
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セミの研究⑨～羽化にかかる時間３～ 
小田原市立白山中学校 3 年 髙橋 和希 

最優秀賞 
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優秀賞要約 中学校の部 

改良型 検体サンドイッチ法

聖光学院中学校 ２年 竹内 一翔 

動物の呼吸では、酸素を体に取り込み、二酸化炭素を吐き出す。以前の実験

では、二酸化炭素が水に溶けて炭酸になると pH が低くなる性質を利用して、

フェノールフタレイン液をしみ込ませたろ紙の色の変化から、カブトムシの幼

虫やさなぎや成虫の呼吸量を調べた。その結果、観察した動物の呼吸量が活動

量にともなって増えることがわかった。しかし、この方法だと、測定の準備に

時間がかかって、正確に呼吸量を調べることができなかった。その原因のひと

つとして、測定を始めるまでの間にカブトムシが出した二酸化炭素が実験装置

のなかにたまっていることが考えられた。そこで、容器の一部に穴をあけて、

実験の直前で空気を入れかえるように改良したところ、以前よりもさなぎや成

虫の呼吸量の差をはっきりととらえることができるようになった。改良型検体

サンドイッチ法と名付けたこの方法は、生物を傷つけることなく呼吸を測定す

ることができ、カブトムシ以外にも様々な昆虫や小動物に対しても利用ができ

るだろう。

「文鳥学」 

横浜市立長津田第二小学校 5 年 

水上 莉那 

「ライオン ヒョウ 「ネコ科」の研究」

相模原市立大野小学校 5 年 

引田 航揮 
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第２６回(２０１８年)木原記念こども科学賞の選考結果 

 

選考部門 最優秀賞 優秀賞 努力賞 計 応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 1 0 4 5 95 

小学校高学年(4～6 学年)の部 0 4 2 6 97 

中学校の部 1 1 4 6 35 

計 2 5 10 17 227 

（参考 過去の選考結果） 

最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数 

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０回（２００２年） 3 8 19 300 

第１１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９回（２０１１年） 2 6 8 211 

第２０回（２０１２年） 2 6 9 196 

第２１回（２０１３年） 2 6 9 556 

第２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

第２３回（２０１５年） 2 6 6 238 

第２４回（２０１６年） 3 5 5 183 

第２５回（２０１７年） 3 7 6 197 
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（順不同）

学校応募（５９）

【横浜市立】 あざみ野第二小学校 【相模原市立】 田名小学校

いずみ野小学校 東林小学校

つづきの丘小学校 淵野辺小学校

みなとみらい本町小学校 相陽中学校

旭小学校 中央中学校

荏田西小学校 【平塚市立】 みずほ小学校

岡津小学校 吉沢小学校

下田小学校 【厚木市立】 厚木第二小学校

下野谷小学校 小鮎小学校

菊名小学校 清水小学校

戸塚小学校 【伊勢原市立】 成瀬中学校

港南台第三小学校 【藤沢市立】 亀井野小学校

桜井小学校 【茅ヶ崎市立】 北陽中学校

三保小学校 【南足柄市立】 足柄台中学校

市場小学校 【横須賀市立】 沢山小学校

汐入小学校 【開成町立】 開成南小学校

小机小学校 【中井町立】 井ノ口小学校

小田小学校 【葉山町立】 上山口小学校

神大寺小学校 【大磯町立】 大磯中学校

西金沢義務教育学校 【清川村立】 緑小学校

朝比奈小学校

長津田第二小学校 【私立】 聖ヨゼフ学園小学校

鳥が丘小学校 関東学院六浦小学校

鶴見小学校

南吉田小学校 個人応募（１１）

日吉南小学校 【横浜市立】 小机小学校

柏尾小学校 日吉南小学校

嶮山小学校 日限山小学校

平戸中学校 【相模原市立】 中央中学校

岩崎中学校 大沢中学校

【相模原市立】 横山小学校 【厚木市立】 厚木第二小学校

桜台小学校 【秦野市立】 南が丘小学校

若松小学校 【小田原市立】 白山中学校

新磯小学校

清新小学校 【私立】 清明学園初等学校

相原小学校 清泉小学校

大野小学校 聖光学院中学校

第２６回木原記念こども科学賞　　応募校一覧



第２６回木原記念こども科学賞 

選考委員会委員名簿 

（順不同・敬称略） 

横浜市立能見台小学校 教諭 鈴木 勝之 

横浜市立馬場小学校 教諭 池田 真弓 

横浜市立西が岡小学校 教諭 武田 陽 

横浜市立東品濃小学校 教諭 三瓶 聡之 

鎌倉女子大学初等部 教諭 清水 貴史 

横浜市立境木中学校 校長 三浦 昌彦 

浅野中学・高等学校 教諭 吉澤 久光 

公立大学法人横浜市立大学 助教 丸山 大輔 

横浜市環境創造局 担当係長 佐野 義憲 

木原記念横浜生命科学振興財団 常務理事 鈴木 榮一郎 
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